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１ . 個 別 的 で 一 回 的 な 主 観 的 自 己 や 「 今 、 こ こ 」 の 現 実 存 在 に 着 目 し 、 ヘ ー 1

ゲ ル 哲 学 や マ ル ク ス 哲 学 の よ う な 普 遍 的 ・ 客 観 的 真 理 よ り も 、 主 体 的 真 理

を 重 視 す る 哲 学 。 機 械 文 明 や 世 界 戦 争 な ど 、 現 代 人 の 不 安 が 背 景 。

２ . 「 私 に と っ て 真 理 で あ る よ う な 真 理 を 発 見 し 、 私 が そ の た め に 生 き 、 そ 2

の た め に 死 に た い と 思 う よ う な イ デ ー （ 理 念 ） を 発 見 す る 」 と キ ル ケ ゴ ー

ル が 書 い た 実 存 的 な 真 理 。

３ . 「 今 、 こ こ 」 を 生 き る 現 実 的 ・ 具 体 的 な 個 別 者 と し て の 在 り 方 。 語 源 ： 3

ラ テ ン 語 の ex i s t e n t i a 「 現 存 （ es s e n t i a 「 本 質 」 と 対 ）」

４ . P E R S O N 1 9世 紀 、 デ ン マ ー ク の 思 想 家 。 実 存 主 義 の 先 駆 者 で 実 存 の 三 段 4

階 を 説 き 、 キ リ ス ト 教 信 仰 を 重 視 。 有 神 論 的 実 存 主 義 を 主 張 。

５ . B O O K キ ル ケ ゴ ー ル の 主 著 。 神 と の 関 わ り を 避 け 、 絶 望 と い う 病 を 患 っ 5

て 真 の 自 己 を 喪 失 し た 現 代 人 の 心 理 を 考 察 。 実 存 を 「 自 己 自 身 と 関 わ る 精

神 」 と 定 義 し 、 常 に 自 己 自 身 と 向 き 合 う 主 体 的 な 自 己 の 在 り 方 を 主 張 。

６ . キ ル ケ ゴ ー ル の 実 存 の 三 段 階 「 あ れ も 、 こ れ も 」 と 刹 那 的 肉 体 的 快 楽 6。

の 追 求 に 生 き る 享 楽 的 段 階 。 倦 怠 感 や 虚 無 感 に と ら わ れ 絶 望 。

７ . キ ル ケ ゴ ー ル の 実 存 の 三 段 階 「 あ れ か 、 こ れ か 」 と 良 心 に 従 い 道 徳 的 7。

に 生 き る 段 階 。 無 力 感 や 原 罪 （ 自 己 愛 な ど か ら 神 の 意 志 に 背 く こ と 。 人 間

が 肉 体 を も つ 存 在 で あ る こ と に 由 来 す る 弱 さ 。 英 語 の si n ） 感 か ら 絶 望 。

８ . キ ル ケ ゴ ー ル の 実 存 の 三 段 階 「 死 に 至 る 病 」 で あ る 絶 望 に と ら わ れ た 8。

人 間 が 、 神 の 前 の 単 独 者 と し て 信 仰 を 選 ぶ と い う 実 存 の 最 終 段 階 。

９ . キ ル ケ ゴ ー ル の 説 く 、 真 の 実 存 の 在 り 方 。 自 己 の 存 在 の 根 拠 で あ る 永 遠 9

の 神 の 前 に た だ 一 人 立 ち 、 そ れ に 向 き 合 っ て 生 き る 人 間 。

10 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 ド イ ツ の 有 神 論 的 実 存 主 義 哲 学 者 。 死 ・ 苦 ・ 争 い 10

・ 罪 責 な ど の 限 界 状 況 に ぶ つ か っ て 挫 折 す る こ と で 自 己 の 有 限 性 を 自 覚 し 、

包 括 者 ＝ 超 越 者 と し て の 神 を 感 得 す る と 説 い た 。

1 1 . ヤ ス パ ー ス の 説 く 有 神 論 的 実 存 主 義 哲 学 で 、 包 括 者 ＝ 超 越 者 と し て の 神 11

を 感 得 す る た め に 自 己 の 有 限 性 を 自 覚 す る 契 機 と な る 「 人 生 の 壁 。」

1 2 . ヤ ス パ ー ス の 説 く 、 真 の 自 己 の 確 立 を 目 指 す も の 同 士 の 「 愛 し な が ら の 12

闘 い 。 お 互 い の 自 己 探 究 を 吟 味 し あ う こ と 。」

13 . P E R S O N 1 9世 紀 、 ド イ ツ の 無 神 論 的 実 存 主 義 哲 学 者 。 キ ル ケ ゴ ー ル と と 13

も に 実 存 主 義 哲 学 の 先 駆 者 と な る 。 ニ ヒ リ ズ ム 哲 学 を 展 開 し て 「 神 は 死、

ん だ 」 と 説 き 、 権 力 へ の 意 志 に 基 づ く 「 超 人 」 を 唱 え た 。

1 4 . B O O K ニ ー チ ェ の 主 著 。 ゾ ロ ア ス タ ー 教 の 開 祖 が 語 る と い う 形 式 で 、 キ 14

リ ス ト 教 的 価 値 を 否 定 し 、 そ れ に か わ る 「 超 人 」 の 思 想 を 説 い た 。

15 . ニ ー チ ェ の 説 く 主 人 英 雄 道 徳 と し て の 権 力 へ の 意 志 に 生 き て 善 15、 （ ） 、「

悪 の 彼 岸 」 に あ る 新 し い 価 値 を 創 造 し よ う と す る 人 間 の 在 り 方 。

16 . ニ ー チ ェ が 、 キ リ ス ト 教 の そ れ は 「 価 値 な き も の を 価 値 と し た 」 の で 受 16

動 的 と し て 否 定 し 、 自 分 の 主 張 す る 「 虚 無 を 徹 底 し て そ れ を 克 服 」 す る そ

れ は 能 動 的 と し て 肯 定 し た も の 。

1 7 . ニ ー チ ェ の 説 く 超 人 思 想 で 「 よ り 強 大 な ら ん と す る 生 命 力 」 を 意 味 す 17、

る 主 人 （ 英 雄 ） 道 徳 。

18 . ニ ー チ ェ の 説 く 、 無 意 味 ・ 無 目 的 な 繰 り 返 し の 永 劫 回 帰 で あ る 人 生 （ 神 18

な き 人 生 ） の 現 実 を 「 人 間 的 」 と し て 積 極 的 に 引 き 受 け る 生 き 方 。、

T. Q .「 キ ル ケ ゴ ー ル と ニ ー チ ェ そ れ ぞ れ の 実 存 主 義 の 違 い と は ？ 」

T. A .

キ ル ケ ゴ ー ル は 実 存 の 三 段 階 を 美 的 実 存 、 倫 理 的 実 存 、 宗 教 的 実 存 と し 、 単 独 者 と し て 信 仰

を 選 ぶ 宗 教 的 実 存 を 重 視 す る 有 神 論 的 実 存 主 義 で あ っ た 。 ニ ー チ ェ は キ リ ス ト 教 道 徳 を 受 動

的 ニ ヒ リ ズ ム と し て 否 定 し 「 神 は 死 ん だ 」 と 唱 え 、 能 動 的 ニ ヒ リ ズ ム で 新 た な 価 値 を 創 造、

す る 超 人 で あ る べ き で あ る と 主 張 す る 無 神 論 的 実 存 主 義 の 立 場 を と っ た 。


